
。
わたくしたS13 ‘ 判例川と手筒7召tこ庁こまれ自~と目安に.. 

ぐ〈まれたm伝子司市民です.
わた〈したち，.‘凹図版荷叉化回市をめざす市民としての目

りをもS、 明日への聞いそこめて、ここに市民.Q~定的去す.
水と"と土のほおいがいっぱいの 住みよいあUこ に しま ~
心と作宅eたえ 笠き笠きと舶を FPUゆくあUこにし'"す
ち人を火切にし 字どもの修者三両て ~ t:t 'JあUこにし依す
ふるさとモ置し 又他H 里町 田か勾あUこにします
みん!Jで錯しぬい き'"り...守つ 明るいあUこにし設す
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T25gは県議会議員選挙

我
孫
子
市
選
挙
区
の
定
員

2
名
に

平
成

3
年
度
は
、

3
年
巴
1
度
行
わ
れ
る
固
定
資
産
の
評
価
替
え
の
基
準
年
で
す
・

昭

和
日
年

7
月
か
ら
早
成
元
年

7
月
ま
で
の
地
価
動
向
、
再
建
簿
価
倍
等
を
基
に
、

自
治
大

臣
ガ
定
め
る

「固
定
資
産
解
価
遷
単
」
巳
よ
っ
て
主
胞
や
家
屋
の
評
価
を
行
い
ま
す
・
こ

の
評
価
巳
よ
っ
て
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
の
額
を
決
定
し
ま
す
・
そ
こ
で
舎
回
は
、

固
定
資
産
の
評
価
笛
え
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
.
怠
お
、
固
定
資
産
腺
税
台
帳
の
縦

覧
は
、

4
月
4
1

日
(用
)
か
ら
羽
田
(
主
)
ま
で
行
い
ま
す

.
u問
い
合
わ
せ
課
税
課
H

一一一一一一

市
民
体
育
館
は
全
面
休
館

4
月
7
日
(
日
)
、
開
票
会

場
と
な
る
市
民
体
育
館
は
、

終
日
全
面
休
館
(
野
球
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
含
む
)
し
ま

す
.

任
期
満
了
巴
と
も
怠
う
県
飽
会
機
長
一
般
選
挙
は
、

3
月
泊
目
(
金
)

に
告
示
さ
れ
、

4
月
7
日
(巴
)
ガ
役
旗
日
と
な
り
ま
す
.
作
品
お
、
合

図
の
選
挙
か
ら
選
挙
区
ガ
単
組
の
我
孫
子
市
選
惨
区
(
定
鍬
2
名
)
と

怠
り
ま
し
た
・
棄
僧
せ
ず
位
、
必
ず
一
段
涙
し
ま
し
ょ
う
・

V
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
霊
園
開
会
事
務
局
密
(
邸
)
1
1
1
1

投
票
で
き
る
人

縦覧期間: 4 月 1 日 (月)~20 日 (土)

4
M
聞
か
め
て
役
採
用
紙
の
所
定
欄

に
ハ

y
キ
リ
と
記
入
し
ま
し
ょ
う。

按
票
所
整
理
券

し
ておE
い票
る fofr
もで
グ〉グ〉

てーtl::
す架
.鐙*

万四
一上
紛発
失行

し
た
り
、
転
居
等
で
お
手
元
に
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
逃
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
役
燕
で

き
ま
す
の
で
、
当
日
、
投
川
市所
の

受
付
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
一

な
お
、
投
票
所
笠
理
券
は
、
本

人
以
外
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
他
人

が
使
用
す
る
と
削
せ
ら
れ
ま
す
。

V
持
守
す
る
も
の

所前
担
型
券

4

司
不
在
者
役
娘
所

総
印
と
役
摂

反

開
封
ω
不
在
者
投
票
を

負

担

調

整

措

置

負
担
問
H
M
措
訟
と
は
、

3
年
ご

と
の
例
制
H
u
え
に
よ
っ
て
生
じ
る

税
負
"
の
急
榊
を
緩
和
す
る
措
置

で
す
白
こ
れ
は
、
悦

n担
を
削
円
以

す
る
た
め
将
慨
向
上
川
川
合
が

一

定内川
市中
以
上
向
む
の
は
、
段
附
的

立十立十F色用米 平 機 イ 史

黙
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
た
だ

し
、
県
内
向
住
所
移
転
も
l
図
版

り
で
す
の
で
ご
注
窓
く
だ
さ
い
)
。

ω公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
投
来
日
当
日
に
、
自
分
の
投
開
楠

権
と
被
選
岨
甲
山
刑
肉
体
止
を
受
け
て
区
内
区
域
外
で
仕
前
中
に
従
事
す
る

い

な

い

人

人

、
病
人
的
密
情
明
、
や
む
を
得
な

引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。
出
昨
し
〈
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
い
用
事
等
で
市
外
に
旅
行
中
町
入
、

た
だ
し
、
ロ
月
初
日
以
降
に
県
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
病
気
や
出
産
な
ど
で
病
院
に
入
院

内
か
ら
我
孫
子
市
に
転
入
し
た
人

1
I
l
l
i
-
-
I
ll
i
--
J

す
る
人
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投

*

は

‘

前

住

所

一

地

の

市

町

村

町

選

挙

一
候

補

者

の

氏

名

一

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
・

次
の
要
件
を
備
え
、
「
伐
孫
子
人
名
簿
に
同
法
判
(
表
示
中
と
い
い
、

一

は

ハ

ツ

キ

リ

と

一

V
期
間

3
月
凶
日
(
金
)
か
ら
4

市
選
挙
人
名
簿
」
に
出
品
輔
相
さ
れ
て
転
出
し
た
が
抹
消
す
べ
き

朗

自

が

*

|

|

町

、

月
6
日
(土
)

い
る
人
で
す
.

来
な
い
者
)
さ
れ
て
い
れ
ば
、
我
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
向
倒

V
時
間
午
前
8
時
ぬ
分
か
ら
午

川
昭
和
刊
年
4
月
8
目
以
前
に
生
孫
子
市
長
向
先
行
す
る
住
所
庇
明
人
名
を
花
入
し
て
く
だ
さ
い
・
あ
後
5
時
(
土

・
日
附
日
と
も
)

ま

れ

た

人

誌

(市
民
削
開
業
務
取
桜
田
に
市
民
な
た
の
大
切
な

一
訴
が
ち
ょ
っ
と

V
場
所
市
民
会
館
前
選
挙
管
理

ω平
成
2
年
内同
月
初
日
ま
で
に
我
撚
窓
口
で
無
料
発
行
)
を
持
出
世す
し
た
不
注
窓
で
無
効
投
桜
と
な
る
委
貝
会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室
(
下
図

孤
子
市
に
転
入
居
を
し
た
人
で
、

る
こ
と
に
よ
り
、
前
住
所
地
で
役
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
.
よ

害
関
)

==主主====三三三===言三三三塁三三三三==一三三三三一一一一一一量三三一一一一一一一
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今

固

め

「

僻

価

替

え

」

は

.

平

成

こ

の

基

地

宅

地

内

新

荷

価

額

は

‘

田

畑

は

2

9

%、

山
林
は
0
・
に
税
額
を
よ
げ
、
数
年
で
本
来
的

元
年
7
月
1
日
を
基
地
日
と
し
て
、

評
価
替
え
の
基
礎
と
な
り
、
全
国

固

定
資
産

評

価

の

上

昇
率
0
0
4
%
ほ
ど
の
上
回
刊
で
す
が
‘

税
制
に
す
る
方
法
で
す
。
今
回
の

そ
れ
拶
凶
の

3
年
間
的
地
価
町
助
レ
ベ
ル
で
は
平
均
お
・

5
%

(

最

市

街

化

区

域

内

向

山

林

に

つ

い

て

評

価

替

え

の

よ

う

に

毛

地

向

上

昇

向
や
経
術
情
傍
等
を
参
考
に
評
価
南
京
都
市
町
1
%
、
放
低
土
地
的
評
価
は
、
道
路
町
幅
員
、
は
、
燥
地
と
同
様
に
週
正
な
評
価
割
合
が
大
き
い
場
合
は
‘
悦
制
改

歩
行
い
ま
す
・
寸
土
地
」
に
つ
い
て
高
知
市
4
・
7
%
)
、
県
内
で
は
平
最
帯
ワ
町
駅
ま
で
の
距
離
、
土
地
を
行
ヲ
た
め
「
介
在
山
林
」
と
し
て
正
の
中
で
よ
り
一
層
緩
和
さ
れ
る

は
売
民
央
例
か
ら
投
資
や
只
い
急
均
幻
%
(
椴
尚
:
州
安
市
河
%、

開
発
的
状
況
等
に
よ
り
異
な
り
ま

得
価
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
ま
す
・
見
込
み
で
す

0

6
得
的
要
紫
を
取
り
除
い
て
得
価

最

低

:

佐

原

市

5

4
%
)
的
引

す

が
、
宅
地
に
つ
い
て
は
昭
和
臼
ま
た
、
宅
地
で
は
、
環
境
而
な
ど

走
行
い
、

「家
屋
」
に
つ
い
て
は
一
叫
き
上
げ
と
な
り
ま
し
F、
な

か

で

年

度

内
時
間
平
明
に
比
べ
幻

・
2
基
鯨
盤
側
に
伴
い
紳
価
的
変
更
が

雄
築
価
格
を
基
櫛
に
評
価
歩
行
い
も
干
議
市
内
臼
・
8
%
上
昇
の
よ

%

は
ど
の
よ
鼻
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

行
わ
れ
る
と
ニ
ろ
も
あ
り
ま
す
・

ま
て
こ
の
場
合
‘
古
い
家
庭
等
う
に
、

3
大
都
市
図
的
都
市
町
評

「
パ

1
1H
11

家
経
評
悩
に
つ
い
て
は
、
新
築

一
合

一
昨

一
昨

一
倍

一

で
そ
の
締
仰
が
評
悩
替
え
の
前
向
価
い
か
大
仰
に
上
昇
し
‘
県
中
央
細
川

)

一
問

一
川

一
川

一
川

一
棚

-m築
家
屋
町
評
価
が
、
木
造
家

価
格
亀
え
る
と
き
は
、
今
ま
で

米

露

棚

、

印

訴

の
主
要

都

市

と

い

h↑
い

「
い
」

刑

告

L

%

、

非

木

造

霊

山

・

4
44
守
E
1
E
1
1守
1
1
1
1
」寸1
1
1
1守
E
E
E
E
」
・
‘

的
評
価
が
そ
の
価
他
と
な
り
ま
す
。

町
商
業
地
や
住
宅
地
を
中
心
に
折
半
刊

一
刊

一
叩
ニ
桐

一
川

2
%
の
上
珂
と
な
る
見
込
み
で
す
。

{

:

"

 

し
い
地
価
円
高
勝
が
み
ら
れ
ま
し
時

一
応

一
応

一
訓

一
お

一川町州

基

準

宅

地

に

よ

る

市

の

た

・

そ

め

結

来

、

県

内

で

毒

事

制

石

れ

↑
い
十

L
抑

評

価

上

昇

率

は

村

・

7
%

が
印
%
を
上
回
っ
た
と
こ
ろ
は
7
制

一
一一

一
四

一
刊

一

刊

日

団
体
で
、
我
孫
子
市
町
上
昇
率
は
側

一
山

一
間

一
澗

一
四

一団

…

「
基
噂
宅
地
」
と
は
地
方
公
共
団
M
-
7
%
(
下
室
世
間
山
)
と
県
内
即
制

-
R

一
川
+
川
+
川
市
川

U

M

一
白

一
白
「
ト泊

体
的
中
心
に
位
置
す
る
評
価
の
器
市
町
村
の
な
か
で
は
H
番
目
。
ま

制

附

一
湖

一
川

一別
対

η

町

一
尚

一
町

一唱
当

地
中
と
な
る
宅
地
で
す
・
我
孫
子
市
た
、
府
価
的
価
格
は
県
内

ω帯
白

剤

M
一
例

一
崎

国
自
白
呂
田
白

色

白

@

四

国

393 のJI!r.. 基全怠下

所
有
し
て
い
る
土
地
や
家
屋
内

評
価
な
ど
、
制
品
川
町
台
帳
的
問
i
H
M
4

項
を
時
認
す
る
と
と
も
に
.
内
容

に
不
山
川
町
あ
る
初
合
は
縦
覧
則
川

町
初
日
か
ら
末
日
後

ω日
ま
で
に
、

文
訟
に
よ
り
同
定
資
脱
出
評
側
審
査

委
民
会
に
審
践
的
巾
し
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

-v
縦
覧
期
間
4
月
1
日
(
同
門
)
か

ら
m
H
(土
)

一
問
自
附
と
U
H
{十
)は
除
〈

マ
縦
覧
場
所
市
役
品
川
w
d
悦
ぬ



1991. 3. 16 (2) 

近隣センター・市民センター
の利用方法が国語忌変わります

= 、=。-6詩第801号

いよいよ春。布佐では新緑まつりガ4
月7日に開催。一方、 手賀沼公園では、

我孫子旭区市民まつりガ3月24日l之、「あ

ゆみの郷公社J のミニSしとレンタサイ

クルガ春休みから営業を開始します。

4
月
1
日
か
ら
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
方
法

が
一
部
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
寿
市
民
セ
ン
タ
ー
の
内
装
改
修
工
事

が
終
わ
り
、
会
議
室
も
2
部
屋
増
え
て
、
利
用
し
や
す
〈
な
り
ま
し

た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
諜

申
し
込
み
受
惜

付
け
ま
す
。
な
お
、
受
付
向
日
が

市
民
セ
ン
タ
ー
休
館
日

(第
1
・

3
ホ
附
目
、
祝
日
)
的
場
合
は
.

波
臼
が
交
付
何
回
に
な
り
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
の
申
し
込
み
受

付
4

刀
法
が
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で

は
、
利
用
目
的
初
目
的
か
守
党
け

付
け
て
い
ま
し
た
が
.
利
用
予
定

日
向

2
か
月
前
向
同
日
か
ら
企
け

使

用

料

納

入

使
用
料
は
、
金
融
機
関
で
織
込

に
よ
っ
て
納
入
す
る
方
法
で
し
た

が
、
市
内
的
近
隣
セ
ン
タ
‘
市

民
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
4
つ
め
施
設

(
左
表
ホ
印
)
に
つ
い
て
は
、
申
し

込
み
受
付
と
同
時
に
窓
口
に
故
笹

す
る
券
光
機
で
利
用
券
を
賊
入
し

て
も
ら
う
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

利

用

時

間

串
吋
市
民
セ
ン
タ
ー
、
布
佐
市
民

セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
が
、
午
後

9
時
ま
で
と
な
り
、
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
.
市

内
向
近
隙
セ
ン
夕
、
市
民
セ
ン

タ
ー
は
す
べ
て
、

午
前
9
時
か
ら

午
後
9
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

マ痔市民センタ 案内図

5
e
e
m
w侶
。。。

佐回
新
緑
ま
つ
り

日時 :4月7日(目、雨天14日)

午前10時から午後4時

場所:平成通り(下図参照)

ア
ト
弓
内
，
b
ヨ
ふ

-vフ
ワ
7
ワ
ア
ン
パ
ン

マ
ン

大

き
な
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
お
な
か
町

中
で
大
さ
わ
ざ
(
小
学
生
以
下
)1

阻
I
0
0
円

-v無
料
包
丁
研
ぎ

太
子
会
的
皆

さ
ん
に
よ
る
包
丁
附
ぎ

(1
人
2

丁
ま
で
、

3
0
0
7
受
付
.
ハ
サ

寿
市
民
セ
ン
タ
ー

が

充

実

昨
年
日
月
1
日
か
ら
今
年
の

I

月
剖
日
ま
で
‘
奔
市
民
セ
ン
タ
ー

の
内
装
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、

今
ま
で
の

1
0
5
名

収
容
の
会
餓
室
に
加
え
‘

新
た
に

同
名
収
容
の
会
税
室
と‘

8
名
収

容
の
会
議
室
が
地
え
ま
し
た
.

こ
れ
に
よ
り
、

市
民
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
が
充
実
し
、

使
い

や
す
〈
な
リ
ま
し
た
.

な
お
、
申
し
込
み
受
付
は
、
舟

市
民
セ
ン
タ
ー
受
付
(
商
工
会
窓

口
)
で
行
い
ま
す
.

自局~o園緑年a自
立》ら@)~姐§世

4
月
か
ら
湖
北
・
布
佐

支
所
で
の
市
税
世
帯
の
納

入

が

で

き

な

く

な

り

ま

す。湖
北
支
所
、
布
佐
支
所
で
行
っ

て
い
ま
し
た
市
税
等
(
下
記
)
の
納

入
に
つ
い

て
は
、
4
月
1
日
か
ら

取
り
扱
わ
主
い
こ
と
に
む
リ
ま
し

た
。
市
税
等
の
納
入
は
、
金
倣
機

関
へ
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
川
相
か
ら
納
入
さ
れ

る
市
税
等
を
安
全
、
確
実
に
処
理

す
る
た
め
に
行
、
ヲ
も
の
で
す
。
同
四

旨
を
ご
理
解
の
ヲ
え
、
ご
協
力
を

• *字本

合f ;41 対闘 天布

佐北 iti 戸
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出

首1 台 民世
r~ I :!! セ 師 話
セ 民 セセ
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セセ
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タタ タタ タタ

官 官 官官 世 g
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人入 入入
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午前 9時から正午
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内案用
エ
不
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出
近
隙
セ

ン
タ
ー
円
休

館

日

第

l
E
3
水
眼
目
、
ロ
月
mu
日
か
ら
1
月
4
日

M
m
市
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館

日

第

1

3

水
曜
日
、
祝
日
、
ロ
月
鈎
日
か
ら
1
月
4
日

ミ
不
可
)

'
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

午
前
日
時、

午
後
』
時、

午
後
3
時
的

3
回
、

延
べ

3
0
0
0
鉢
を
配
布

-v献
血

午
前

ω時
か
ら
午
後
4

時
{
雨
天
実
施
)

こ
の
ほ
か
背
室
市
な
ど
も
行
い

ま
す
.

V
問
い
合
わ
せ

新品
開
ま
つ
り
実

行
委
貝
会
松
島
倉
(ω
)2
1
0
0

我
孫
子
地
区

市

民

ま

つ

り

V
自
時

3
月
例
日
(
目
、
雨
天

幻
自
)
午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時

'
場
所

手
鎖
沼
公
悶
多
目
的
広

場'
内
容
青
空
市
、
野
菜
の
た
た

き
売
り
等

'
問
い
合
わ
せ

守
JU
E
且

q
d
'且

商
工
会
宮
(
M
M
)

ミ
ニ

S
L
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

3
月
お
日
(土
)
か
ら
営
業
開
始

V
営
蝶
日

3
月刊日
日
(
土
)
か
ら

幻
自
(
日
)
ま
で
傍
目
、

4
月
6
日

(
土
)
か
ら
幻
日
(
日
)は
土
・

日
附

日
.

4
月
U
日
(
土
)
か
ら
5
月
6

お
側
い
し
ま
す

b

ま
し
た
か
今
年
か
り
2
M
(
4

V
取
り
級
わ
な
く
な
る
市
税
等

川

と

8
H
)
に
分
け
て
い
山
人
す

市
県
民
悦
、
閲
定
資
税
収
(
剛
山
市
る
こ
と
に
主
リ
ま
し
た
内

計
画
税
、
特
別
土
地
保
有
似
合
む
)
‘
こ
れ
は
.
年
命
制
的
引
き
ょ

併
自
動
小
川
悦
凶
民
随
康
保
険
縦
、
げ
に
伴
、
つ
法
制
分
的
立
払
い
の

悶

民

年

金

保

険

料

た

め

に
交
付
し
て
い
た
「
凶

N

'
問
い
合
わ
せ

市
民
涼
年
金
特
別
統
瞥
」
を
山
崎
止
し
、

本
却
性
的

8
月
期
分
に
や
K
MM

分

も
含
め
て
支
払
制
を
記
入
す
る

た
め
で
す
。

年
2
回

2齢
制
制
圭
Z
4

月
期
分
、

8
月
期
分
)
を
受
領

し
た
ら
、
年
金
証
書
を
促
出
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
凶
川
昨
年
金
説

394 

老
齢
福
祉
年
金

(
4
月

期

分

)

を

受

領

し

た

ら

証
書
の
提
出
を
。

老
附一
M
M叩
年
金
統
訟
は
、
毎
年

1
回
拠
出
し
て
も
ら
い
、
ー
年
分

的
支
払
制
を
配
入
し
て
返
し
て
い

第

g
固

春
の
親
子
映
画
会

V
上
映
映
画

「

と
な
り
の
ト
ト

ロ
」
.
「
三
年
務
太
郎
」

V
入

場

料

前
売
6
0
0
同
(
当

日
7
0
0
円
、

4
歳
以
上
同
駅
)

V
前
売
券
発
売
所
市
内
幼
児
教

室、

学
童
保
育
室
、
平
賀
書
作
山
、

日
(
月
}
は
毎
日
‘

5
月
日
日
(
土
)

か
ら
は
土
日
祝
日
(
た
だ
し
、

荒
天
的
場
合
は
中
止
)

マ
場
所

手
筑
沼
公
団
あ
ゆ
み
の

郷
鉄
道

-v
営
蝶
時
間

午
前
日
時
か
ら
午

後
4
時

V
料
金

O
ミ
ニ
S
L
1
回
1
0

0
円

。

レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル

3
時

間
5
0
0
円
(
小
学
生
以
下
半
傾
)

V
問
い
合
わ
せ

あ
ゆ
み
の
郷
公

社
宮
(幻
)1
1
3
0
ま
た
は
商
工

観
光
線

ア
y
プ
ル
‘
ブ
ソ
ク
ス
天
王
台
、

伊
勢
文
具
庖
、
石
川
春
光
裳
‘
阿

国
屋
文
具
‘
市
民
会
館
内
先
庖
ひ

ろ
が
り
、
十
一
屋
書
庖
・
つ
〈
し

の
幼
稚
岡
、
わ
だ
幼
椛
閏

-v
問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
保
育

問
題
協
議
会
怖
谷
公
(回

)
2
6

n
d
FO
 

4
上
映
日
程

月日 思} 所 時 /:11 

3月17Hll11 市 民会館大会U<i! l回目午前)Q時

3月21日制 つ< L の ~JJ f桂聞
から II時40分

2回目 正午から

3月23日IIJ 天王古北i'if!iセンター
午後 l時40分

3回目午後 2時

3月24日(1) iNJ北白幼児教室 か句 3時40分
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一
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言苦言吉元主

(f)' 4為

f事
商法

社
会
内
問
雑
多
隙
化
に
伴
い
、

消
山
口
生
活
相
鎖
的
内
容
も
剛
院
雑
多

回
開
化
し
て
い
ま
す
.
悪
質
業
者
向

手
口
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

今
回
は
特
に
彼
迭
を
多
発
さ
せ

類
型
化
さ
れ
て
い
る
商
法
に
つ
い

て
、
お
話
し
し
ま
し
ょ
、三

。
キ
ヤ
y
チ
セ
ー
ル
ス

社
会
経
験
の
少
な
い
若
者
ル
」
路

上
で
呼
ぴ
と
め
.
営
業
所
や
喫
茶

庖
等
へ
通
れ
て
い
き
、
エ
ス
テ
サ

ロ
ン
、
化
粧
品
.
タ
レ
ン
ト
続
座
な

ど
の
勧
誘
を
し
ま
す
。

。
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

、けJ
4

ん，

F
f
司

(

叫
匹
以

電
館
で
「
抽
選
に
当
た
り
ま
し

た
.
あ
な
た
は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
」

な
ど
と
い

っ
て
勧
誘
場
所
に
呼
び

だ
し
、
英
会
館
教
材
、
レ
ジ
ャ
ー

会
員
備
な
ど
の
契
約
を
さ
せ
ま
す
.

。S
F
商
法

『
新
製
品
普
及
会
」
を
略
し
た

も
の
で
、
会
場
に
多
人
数
を
集
め

集
団
催
眠
状
態
に
陥
れ
、
羽
毛
布

団
、
磁
気
7

y
ト
レ
ス
な
ど
を
版

売
し
ま
す
。

。
ホ

I
ム
パ
ー
テ
ィ
商
法

「
料
理
猷
食
会
を
聞
き
ま
せ
ん

か
」
な
ど
と
、
販
売
目
的
を
門
出
し

て
人
を
山
県
的
、
義
理
や
見
栄
を
利

用
し
て
、
な
ベ
セ
γ
ト
、
洋
装
下

着
な
ど
を
先
り
つ
け
ま
す
。

。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン

注
文
も
し
む
い
の
に
版
光
業
者

か
ら

一
方
的
に
、
書
籍
、
健
印
刷
山
市

具
な
ど
の
商
品
が
送
ら
れ
、
代
金

を
澗
ポ
さ
れ
ま
す
。

。
危
険
で
す
商
法

「
近
く
で
仕
事
を
し
て
い
る
の

‘

，

伝

邑

民

生

涯

学

習

に

む

け

て

、

皆

様

の

初
、
o

U

円
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

川

同

首

芳

V
グ
ル
ー
プ
名
和
裁

や

創

生

v
m問
5
月
か
ら
7
月

の

ま

。

7

3

列

y

で

み

ぺ

L
軒

L
1
1
F

M

代
)
い
局
長
会

、
大
ぬ
一
館
一

v
m均
貯
札
¥
一

ら
を

一陀
一
タ
舗
に
ド
臼
川
事
J
当
@
ー

か
た

一泊
一
哉

t
d
一割

a
J
J一t¥
¥

一

刊
供

か

一央

平

明

正

F
H
(イ
ヘ
〈
↑

U

子

ゆ

③

和

dgμμ
し

だ
が
、
お
宅
の
屋
栂
の
か
わ
ら
が
粗
悪
な
工
事
を
し
た
り
し
ま
す
・

落
ち
か
か
っ
て
い
る
」
な
ど
と
、
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
つ

い
か
に
も
危
険
と
息
わ
せ
て
工
事
て
い
て
も
被
害
に
あ
っ
た
り
し
ま

を
さ
せ
‘
法
外
な
術
求
を
し
ま
す
.
す
。
次
の
こ
と
に
ご
注
意
を
。

。
見

本

工

事

商

法

肯

被

害

に

あ

わ

な

い

た

め

の

心

得

『
見
本
工
事
と
し
て
他
引
〈
」
①
附
山
中
に
ド
ア
を
聞
け
ず
に
ま
ず

「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
だ
か
ら
」
な
聞
こ
う
『
名
前
と
目
的
」

ど
と
割
引
価
格
を
示
し
ま
す
が
‘

②
う
ま
す
ぎ
る
も
う
け
箔
に
落
と

安
い
ど
こ
ろ
か
割
高
だ
っ
た
り
、
し
穴

③
一勇
気
を
持
っ
て
、
は
っ
き
り
言

8
 

所健保粕せわ@
 

子
供
達
の
心
の
な
か
を
の
ぞ
く

「
こ
の
仕
事
を
過
し
て
い
ろ
ん
な

人
に
あ
え
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し

い
」
と
討
さ
く
に
語
る
。

先
月
日
品
目
、
市
身
休
障
害
者
柄

祉
セ
ン
タ
で
寸
子
供
向
発
達
と

大
人
の
か
か
わ
り
方
」
を
テ

1
7

に
締
摘
。

子
供
た
ち
が
す
こ
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
干
供
向
発
達

時
別
に
起
・
』
る
精
神
的
な
悩
み
、

病
気
な
ど
を
大
人
と
の
か
か
わ
り

方
寺
泊
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
す

る
村
判
保
健
医
。

昭
和
幻
年
.
東
京
大
学
教
有
心

理
学
科
を
卒
業
後
、
都
庁
向
階
部

川
ん
地
訟
で
心
埋
判
定

H
を
3
年
川

務
的
、
刊
叫
抗
抗
地
大
医
4
1
研
究
科

に
拍
持
@
臨
床
研
究
を
こ
主
す
か

た
わ
ら
地
凶
棋
の
児
輩
相
政
所
、
保

他
所
、
州
院
、
ま
た
州
配
所
に
出

(3) 1991.3.16 

む
い
て
初
判
鑑
定
を
も
務
め
る
。

心
的
剰
気
は
.
子
ど
も
に
も
見

ら
れ
ま
わ
リ
町
人
や
円
相
境
内
影
科

も
受
け
や
す
い
と
い
う
。
「
地
味

で
制
気
の
い
る
仕
事
で
す
が
、
耐

白
〈
、
毎
日
頑
以
っ
て
い
ま
す
」

川
年

ω月
か
ら
、
フ
ジ
テ
レ
ビ

円
h

け
っ
こ
う
好
評
な
ん
で
す
よ
』

「
初
め
は

z
.
3図
的
出
泊
予

定
が
ア
y
と
い
う
聞
に
半
年
近

〈
続
い
て
ま
す
。
で
も
出
械
は
、

3
月
第
2
週
ま
で
の
予
定
で
す

と
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
そ
う
・

新
聞
、
雑
誌
の
コ
ラ
ム
に
も

寄
稿
。
将
来
は
「
女
性
犯

J

罪
も
研
究
し
た
い
」
と
意

3

4

，

欲

的

だ

。

テ

レ

ビ

に

出

前

恥

ド

占

C

す
る
よ
、
フ
に
な

っ
て
か
ら

演

こ

Z
4耕
忙

し

〈

な

り

分
刻
み
の
ス

出
医

J

し

ヶ
ジ
ュ
ー
ル
き
』
な
す
.

に

健

か

国

匡

〈

「

休

み

の
日
は
子
供
と
い

ビ

保

た

圏

直

」

い

っ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
の
が

一

レ

神

し

冒

昌

番

町

楽

し

み

-
と
母
娘
と

テ

精

に

司

区

し

て

の

一

面

下

の

ぞ

か

せ

ニ

ド

た

。

名

古

屋
市
生
ま
れ

』

4

お
歳
。

『笑
っ
て
い
い
と
も
』
内
毎
週
火

曜
日
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
出
納
中
。

「
タ
モ
リ
さ
ん
や
ウ
y
チ
ャ
ン
、

ナ
ン
チ
ャ
ン
に
絵
や
文
寧
を
曾
い

て
も
ら
う
と
い
っ
た
心
理
テ
ス
ト

を
し
て
梢
仰
の
立
制
明
か
ら
お
も
し

ろ
お
か
し
く
解
説
す
る
ん
で
す
.

4月1日から柏保健所業務
の曜日ガ変わります。

'
場
所
中
央
公
民
館

山

V
定

員

初

名

V
受
鶴
自

5
月

9

目
、
回

目
、
勾
目
、

6
月

6
目
、
日

目
、
初
日

7
月

4
目
、
日

目
、
川
崎
目
(
い
ず
れ
も
木
曜
日

向
午
後
l
時
か
ら
3
時
)

'
受
値
問
料

月
額
1
5
0
0
問

(
材
料
費
別
)

'm師
名
後
藤
澄
子
氏

'
問
い
合
わ
せ
(
申
込
方
法
)

往
復
ハ
ガ
キ
で
台
回

2

m
ド

1

尾
磁
器
密
(
幻

)
1
0
0
4
『

'r

、.r
，F!町

a

・1

お
う
「
い
り
ま
せ
ん
」

@
1人
で
決
め
ず
に
家
族
・
知
人

に
ま
ず
相
級

⑤
簡
単
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き
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早
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絞
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ど
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受
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ょ
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高
野
山
内
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取
神
社
を
訪
れ
る

と
、
南
側
斜
面
的
林
に
、
葉
町
先

端
が
動
物
内
尾
町
ょ
、
フ
に
伸
び
た

ホ
ン
ダ
が
群
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し
て
い
た
。

ホ
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は
日
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た
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の
よ
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場
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釘
む
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叫
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物
で
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冬
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枯
れ
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れ
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呼
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。
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。
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第801号 易 (1)' ご 1991. 3.16 (4) 

平成3年 3月1日現在人口121.276人(+1.ω5人〉

〈対前年比) 男60.882人女60.394人

*世字書紋39.031t!t待(+986也帝〉

-市役所本庁邸 1111
・つくし野支所 84一郎01
湖北台支所 88ω28
湖北支所 88-2111
布佐支所 89-2お8
叡育蚕員会 85-1151
水道局 84一日刊
消防 器 84-0119
少年センター 84-19∞
保健センター日7-1131
市 民 会館 84-3311
中央公民 館 82-0515
帰の陪物 館 85-2212
市民体育館 87-1155

.市民図書館本館84-1110 湖北台

分館87-3055 布佐分館89-1311
移動図書館 87ω09
都市改造事務所 85-1171
身体障書者福相Iセンター 88-0141
あら き 園 88-4188
つつ じ 荘 88-0123
生活環焼課(浄化情)87-2379
〈コミ)87∞15 (し尿)88-2547
布佐南近隣センター 89-3740
天王台北近償センター 82-99回
線戸近隣センター 83-5363
市民センター 斉83-7722 湖北

台88-9927 布佐閃-1193

教育委員会開催

砂日時 3月26巴(火〕午後 T

筒30分

惨崩所 害虫宵蚕員会会~~~

惨問い合わせ 叡育霊員会ぬ

務課

己主@己)(9
国土利用計匂法己岳づく主抱
取引きの届出及び苗配置について

主的限り引きの届出l呂従来どお

り市都市酎函股へ鍵出してい疋だ

くこと1こはりますガ、催E宮串間C

ついては、 県ま疋は煎葛飾安庁へ

健出いだだくことに芯ります。

まだ、 箇直については4月 1臼

から県〈索活飾支庁を含む〉で行う

b応募資幡市内在住で福祉に理 ことに怠ります。

解のある45織宋滴の随IllW女性 砂問い合わせ 県土地対策楳sω
惨募集人員 若干名 72(23)3251、東葛飾支庁工l也取ヨl

'申し込み 問い合わせ 3月25 m直線，;;:0473(61)2111、市都市尉

巴〈月〕ぎでlこ履歴笛と写真〈ライ 薗線

fl;ZLを時ち高齢者福祉線老 |柏県税事務所ガ新設 1

1老人介護教室参加者|よZJ25Z21:z
'日程 4月から 7年間 〈回月第 砂所在地 f自市あけぼの 2T巴 1

3工脳巳の午後 t時30分〉 醤5号 (伯1見務署の隙り〉

'砂崩所符副賞股老人ホム「久 砂電信番号 (47)1231

週苑J (日空~208) 砂問い合わせ 照葛飾支所税務

砂内包 *ね疋きり老人の易俸の 宮0473(61)2111

ふさ万 *1lIせつの也おのし力、た

本シーツの取笛えや痴ほう性老人

|「古利担沼』春の自郡藤正]212と匙別ど

惨日時 4月 7日〈日〉午前9時か 惨申し込み ー問い合わせ 久週宛ー

ら正午 井」こまま(87)3141

出午後T時から沼周辺の諮問を行 lシ J['H一 人 材 セ ン タ ー |

います。 I盤総・ 編 物署員室生 |

砂樋所 百車j恨沼の設湖m泣く箇広 @毘給教室

GJwww 
|消費生活講座|
@テーマ 冠婚務祭の簡素化

惨日時 3月22日〈金〕午前t日時か

う正午(受駒燃料〉

砂場所 天王台北近鱗センタ

修講師 tm詰初江氏 〈盟;;m大付属

高仮叡員〉

砂定員 308(先芭l買コ
@テーマ無気力11::するこどもた

ち

砂臼筒 3月26日(火〉午前10何万

う正午〈受話照料〉

砂崩所恨戸近隣センター

渇 (1旨導員 ・浅筒茂氏〉

砂符答 弁当、メモり屋、 長靴、双 打吉正で}旨zl

砂内容 盤絵の基本から作田の裏

眼鏡、ハイキングのできる阪装 砂期間 4月 8白から平成4年 3

惨問い合わせ申丸fi(87l2346 周までの包月第2・4月四Z午後 1

Ial.R 

|松戸公共車業安定所ガ移転|
新庁8の完成に伴い、 3月25日

〈周)から次の宿所に栂臨します。

惨所在地陪戸市泊町 1Te174 

係<)

筒30分から3筒30分 (8. 1月は番l由n0473(48)61∞

砂期間 5月 6日(用〉までの午前 砂嶋所芳市民センター 〈思所ガ

9時30分ガら午後 4時30分 (聞週 確保された錫合lこ限る〕

用問、 4月30日休館〉 砂買周 年 T万15∞向 (3固に分

砂鱗師深谷昌志氏〈般送大学客 惨企図展示 「変局するー仮面と 納、主主初白容含む〉

軍軍侵〉 異装の楠伸史J 紙芝居、異人から 惨定員先1S20名

惨定員 30名(先むl頁〉 くり人H幸、能面、ナマハゲ等多量究 @椙物敏室

@テーマ 遺産相続と法律 砂問い合わ世 国立歴史民I谷|専物 砂期間 4月刊白から甲成4年 3

~日時 3月27日(7J<)午前10時か 舘〈佐Q市〕宮似34(86)0123 月までの箇月第 2. 4木曜午後T

Z ?£;近… |日曜・祝日にさくらをみる会 |?21Z22認EL
'脇師 渥美雅手氏〈井滋士〉 砂日程 4月の8l'U'祝巴く5日間〉 砂費周 年 1万25∞向 (3回!こ分

砂定員 703(先l:ll頁ヲ 砂樋所 八王子市口霊〈とどり〉町納、叡材質等含む〉

司自申し込み・問い合わぜ 電e5で

市民生活際

|すみれのコンサート|
砂日時 3月17日〈日〉午後 2崎 上〉

1お3(.JR中央線高層駅または京 砂定員先~208

王線高尾駅下車駅北口から徒歩15 圃申レ込ゐ・問い合わせ往復ハ

分〉 ガキ1こ「鐙給」ま疋l<1:r絹物J、住所、

砂穆加費 1人 2∞ 月 〈中学生以 氏名、 年齢、 電信醤雪を明~し、

~lli所 戸ピイホール〈イトーヨ 砂申し込み・問い合わぜ往復ハ 峠2607(柱〉我孫子市シJレパ人材

ーカドー内) (入損料2∞円〉 ガキに、毒事加希盟目、住所、氏名、 センター事務局宮(88)22∞へ

3月初日〈土、消印脅刻〉までに中

砂問い合わ世あひこ兜盛合唱団 電信番号、〈ワJレーブの思合は代表

小;tlJfi(89)お32 者について記入し、ほかの者につ

|葛西臨海公園探鳥会|見立222fR212u
b日時 3月24日〈臼〉午前B筒30 (悶〉称築制学筏術療関所宮03(326

分我抗予駅改札口集合〈雨天中立) 4)3α)5へ

出禁盟主普1<1:.JR京架線葛西阻泡公

園駅まで購入してくださし」

惨符@ 昼食、飲ゐ吻

砂問い合わぜ 我孫子野鳥を守る

会妓巻宮(82)2268

| 責づくり意事館(佐原ffi~ I 

砂日時 3月25日〈月〉午前 8筒30

分に市民会館駐車樋へ集合

|学童保育指導員 |
遊び怠どを過して股限後の子供

たちを指導してくれる万を掠銭。

砂募集クラブつぱめクラブ〈高

野山小〉浜野宮(84)7055(夜間〉、

誌を著書加者には返信はガきに問所の ひかりクラブ(新木小〉実川君(88)

告書加受i甘駈を惜して返送しま可。 9729(夜間〉

;z-:EZ2232長官~' I若竹剣友会会員 |

画
一
輯
一

日
叫
一
鰍
一

肌
画
一

舛一

切

Q
一献一

惨対象 鈎f佳閏年畏兜からψ学生

と成人〈初l白書畝迎〉

修錬習目 白週日略目の午前9崎

30分から正午

惨場所 湖北台西小学f主体育館

砂定員 . ~加賀 353程度、 T 人 惨対象 新中学生 砂費用 入会政改正泊円、会館前

5∞円〈主力見無料、胃食伺〉 惨練習日 ・〈燭所〉 原則として土 後期笛30∞同

砂申し込み 問い合わせ 3同20 曜日目~ .祝日、沼南町我孫手リ

巳までに往会福祉協総会6(84)15 ークj;J(~量〈沼南高校隣り〉

39へ 砂問い合わ世中村官(86)8521

砂入会 練留日lこ会砲で受けiヨけ

砂問い合わぜ 淵t唖fi(84)9916、

秋場fi(88)8470

潟
W

州
制

W
明

健康相談日の変更
「つつじ珪」で行っている健l¥Jl

1日銭1<1:、 4月から次のとおり

実施日ガ変更!こ主主りま可。

惨相E斑自 由同第 1・ 2金賂

白、 第 3木陥白

日日程については 「広線あU

こJ の市民カレンダーをご覧

ください。

市議会定例会日程
平成3年第 1回市際会定例

会1<1:、 3月 5日〈火〉に閉会さ

れましだ。

3月16日以後の日程は次の

とおりです。

@3月18日(月)から20日(水〕

予算密琶符8JJ蚤員会

@3月22日〈金〉 妥賓畏報告、

討崎、採決、閉会

炉問い合わせ 市1盟会事務局

⑮⑧⑪⑧⑧  
。自慢我孫子カントリークラブ隙力、

らな会福祉経殴鐙{鵠基金にと25万

600伺の寄l甘かありまし定。

。我孫予市スポーツ少年図野路邸

機から自体隙吉福祉センターにと

チゃリテイ ゴルフの収益金から

イス3O!M(50万同相当〉の寄贈ガあ

りましだ。

。恨本畳居嫌〈新木〉から簡易マザ

ーズホムひまわり図と易体簡害

者福担Iセンターにと1216患の寄贈

ガありましだ。

。お葉子のコトプキ様〈本町〉から

補問薄弱者更生施殴あらき闘にと

ケーキの望書揺がありましと。
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